
特別支援教育２・３・４年 算数科学習指導案

授業者 本多 美奈子

Ⅰ 単元名

とけいをただしくよもう（時刻と時間（実務 ））

Ⅱ 単元について

【単元設定の理由】

本学級は，２年生３名（Ａ，Ｂ，Ｃ ，３年生３名（Ｄ，Ｅ，Ｆ ，４年生１名（Ｇ）の計７名で編成） ）

されている。

年度当初（Ｅは，転入時 ，本学級に在籍する子どもたちの時刻と時間（実務 ，並びに，数にかかわ） ）

る実態について，算数科の「指導内容表 ，及び，担任による日常観察から，次のようにとらえた。」

子ども 「時刻と時間（実務 」並びに数にかかわる実態）

Ａ ２年 デジタル時計を見て，時刻（時，分）を読むことができる。（ ）

Ｂ ２年 １００までの数を読んだり書いたりすることができる。（ ）

Ｃ ２年 ２０までの数を読んだり書いたりすることができる。（ ）

Ｄ ３年 アナログ時計を見て，時刻（時，分）を読むことができる。（ ）

Ｅ ３年 アナログ時計を見て，時刻（時，分）を読むことができる。（ ）

Ｆ ３年 アナログ時計の長針が指す数字を読むことができる。（ ）

Ｇ ４年 アナログ時計を使用して，長針が０分のときの時刻を読むことができる。（ ）

これを受けて，時刻と時間（実務）にかかわる年間目標，並びに，本単元終了時までに身に付けること

をめざす力を次のように設定した。

年間目標，並びに，本単元終了時までに身に付けることをめざす力子ども

Ａ 午後の時刻と１３時～２４時までの時刻を対応できるとともに，２４時間制の時刻を読むこと

ができる。

Ｂ デジタル時計を見て，時刻（時，分）を読むことができる。

Ｃ デジタル時計を見て，時刻（時，分）を読むことができる。

Ｄ １日＝２４時間，１時間＝６０分，１分＝６０秒の各関係を知るとともに，この関係をもとに

した２単位以上の場合の換算ができる。

Ｅ １日＝２４時間，１時間＝６０分，１分＝６０秒の各関係を知るとともに，この関係をもとに

した２単位以上の場合の換算ができる。

Ｆ 長針だけのアナログ時計で，１～１２までの文字盤を手がかりにして，何分か読むことができ

る。

Ｇ 長針だけのアナログ時計で，１～１２までの文字盤を手がかりにして，何分か読むことができ

る。

時刻と時間（実務）は，日常生活において，現在の時刻を知ったり，予定の時刻に合わせて行動したり

するといった現在的ニーズがある。また，子どもたちの将来的ニーズを考えても，予定時刻に間に合うよ

うに行動の見通しを持ったり，所要時間をもとに終了時刻の見通しを持ったりし，時間管理や公共の交通

機関の利用等ができることは，生活を豊かにするとともに，自立や社会参加につながっていくものである

と考える。

しかしながら，この学習は，数的基礎概念，長針・短針の弁別，文字盤の数字の配列等時計の仕組みの

理解，５とびの数え方，６０進法による数概念等，多くの内容が相互に関連しているために様々な困難さ

を示す内容でもある。よって，算数での系統的な指導を通して基礎となる力を付け，それを生活単元学習

や日常場面で試したり使ってみようと意欲をもつための学習として本単元を設定した。

【研究にかかわって】

１．生活単元学習と関連させた学習活動

７月に生活単元学習「こうないがっしゅくをしよう」があり，子どもたちは，２泊３日のさまざまな

活動を楽しみにしている。そこで，生活単元学習との関連を図り，活動したい内容すべてを存分に楽し

むために，時刻を読んだり求めたりする必要感，明確な目的意識をもつことができるようにする。そし

て，学習したことを活かして時刻を意識しながら活動をすることを練習・習熟の場とする。このように

子どもたちの学校生活から単元を構成していく中で，その活動を支える算数科における基礎的な知識と

技能を身に付けるための学習として本単元を設定した。
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＜算数科＞ ＜生活単元学習＞

・デジタル時計を見て，時刻を読む。 必要感 ・ ○時）○分に起きる・寝る。（

・アナログ時計の長針と短針を区別する。 ・ ○時）○分に○○に出発する。目的意識 （

・アナログ時計の長針を見て，目盛りを数え ・ ○時）○分に「いただきます 「ごちそ（ 。」

て何分か読む。 うさま 」をする。。

・アナログ時計の長針を見て，文字盤を手が ・ ○時）○分発のバスに乗る。（

かりにして何分か読む。 ・ ○時）○分までに食べ終わる。（

・アナログ時計の短針を見て，何時か読む。 ・ ○時）○分に○○することができるよう（

・アナログ時計を見て，時刻を読む。 に，準備をする。使ってみる

・午前，午後を使い分けて時刻を読む。 ・食事時間○分後の「ごちそうさま」時刻が試してみる

・ある時刻から○分後の時刻を求める。 分かる。

・ある時刻から○分前の時刻を求める ・バスに乗るために，○分前の学校出発時刻

・２つの所要時間を合わせた時間を求める。 が分かる。

・食事・片付けを合わせた時間が分かる。

・・・等

２．一人一人の学習内容の系統的把握

単元を構成するにあたっては，子どもたちの実態をふまえながら，学習する内容が無理なくステップ

アップするように配慮する。具体的には，一人一人の課題に応じて以下の表のような段階化した指導を

する。

本単元の目標

子ども 前単元までの到達内容
次にめざす力

第１次 第２次

Ａ ・デジタル時計を見 ・アナログ時計を見 ・午後の時刻と１３時～２４ ・ある時刻から○分

て 時刻 時 分 て，時刻（○時○ 時までの時刻を対応できる 後，○分前の時刻， （ ， ）

を読むことができ 分）を読むことが とともに，２４時間制の時 を具体的操作によ

る。 できる。 刻を読むことができる。 って答えることが

できる。時刻と時間（実務）領域・指導項目Ⅱ

Ｂ ・１～１００までの ・デジタル時計を見 ・デジタル時計を見て，時刻 ・長針だけのアナロ

数を読んだり書い て，何分か読むこ （○時○分）を読むことがで グ時計で１～１２

たりすることがで とができる。 きる。 までの文字盤を手

きる。 がかりにして何分時刻と時間（実務）領域・指導項目Ⅰ

Ｃ ・５０までの数を読 か読むことができ

んだり並べたりす る。

ることができる。

Ｄ ・アナログ時計を見 ・２つの時にまたが ・１日＝２４時間，１時間＝ ・２つの時刻の間が

て 時刻 時 分 る２つの時刻から ６０分，１分＝６０秒の各 何分かを，具体的， （ ， ）

を読むことができ 何分かを具体的操 関係を知るとともに，この 操作をすることに

る。 作によって求める 関係をもとにした２単位以 よって答えること

Ｅ ・アナログ時計を見 ことができる。 上の場合の換算ができる。 ができる。

時刻と時間（実務）領域・指導項目Ⅴて 時刻 時 分， （ ， ）

を読むことができ

る。

Ｆ ・アナログ時計を見 ・長針だけのアナロ ・アナログ時計を見て，長針 ・アナログ時計を見

， （ ， ）て，長針が指す数 グ時計で，目盛を に着目し，１～１２までの て 時刻 時 分

字を読むことがで 数えることによっ 文字盤を手がかりにして何 を読むことができ

きる。 て何分か読むこと 分か読むことができる。 る。

時刻と時間（実務）領域・指導項目ⅣＧ ・アナログ時計を見 ができる。

て，長針が０分の

ときの時刻を読む

ことができる。



Ⅲ 学習指導計画（１１時間） ※本時は第５時

各 時 間 の 目 標

次 時 Ｂ Ｃ Ｆ Ｇ Ａ Ｄ Ｅ

１ 校内合宿で，やりたい活動を全部楽しむためには，時刻を意識し，予定の時刻に合わせて活動する必要があることに気づくことができる。

２ デジタル時計の時を表す数字に着目し アナログ時計を使用して，長針が０分 長針だけの時計で，目盛り ○分後の時刻を具体的操作によって求

て デジタル数字を読むことができる のときの時刻を読むことができる。 を数えて，０～５９分まで めることができる。， 。

を読むことができる。

３ デジタル時計の分を表す数字のみを見 長針だけの時計で，目盛りを数えて， 長針だけの時計で，文字盤 ○分前の時刻を具体的操作によって求

一 て，０～２０分までを読むことができ ０～２０分までを読むことができる。 の数字を手がかりに，０～ めることができる。

る。 ５９分までを読むことがで

きる。

４ デジタル時計の分を表す数字のみを見 長針だけの時計で，目盛りを数えて， 長針と短針がある時計で， 同一時の中で，２つの時刻の間が何分

て，０～４０分までを読むことができ ０～４０分までを読むことができる。 ○時，○時半を読むことが かを具体的操作をすることによって求

る。 できる。 めることができる。

５ デジタル時計の分を表す数字のみを見 長針だけの時計で，目盛りを数えて， アナログ時計をみて，時刻 ２つの時にまたがる２つの時刻から何

て，０～５９分までを読むことができ ０～５９分までを読むことができる。 ○時○分を読むことができ 分かを具体的操作によって求めること本時

る。 る。 ができる。

６ 一次で学習したことを使い，校内合宿１日目の活動カードと時計カードや時間カードをマッチングさせたり，答えたりすることができる。

７ デジタル時計を見て 時刻○時 ０分 長針だけの時計で，文字盤の数字を手 同一時の中で，２つの時刻 ２つの所要時間を合わせた時間（６０， （ ）

を読むことができる。 がかりに，０～２０分までを読むこと の間が何分かを具体的操作 分間まで）を具体的操作によって求め

ができる。 をすることによって求める ることができる。

ことができる。

８ デジタル時計を見て 時刻○時○分 ０ 長針だけの時計で，文字盤の数字を手 同一時の中で，○分後，○ ２つの所要時間を合わせた時間を具体， （

～２０分まで）を読むことができる。 がかりに，０～４０分までを読むこと 分前の時刻を求めることが 的操作によって求めることができる。

ができる。 できる。

二

９ デジタル時計を見て 時刻○時○分 ０ 長針だけの時計で，文字盤の数字を手 午前，午後を使い分けて， アナログ時計やストップウォッチを見， （

～４０分まで）を読むことができる。 がかりに，０～５９分までを読むこと 時刻を読むことができる。 て，何秒か読むことができる。

ができる。

デジタル時計を見て 時刻○時○分 ０ アナログ時計を見て，長針に着目し， 午後の時刻と１３～２４時 １日＝２４時間，１時間＝６０分，１10 ， （

～５９分まで）を読むことができる。 文字盤の数字を手がかりに，何分か読 までの時刻を対応できると 分＝６０秒の各関係を知るとともに，

むことができる。 ともに，２４時間制の時刻 この関係をもとにした２単位以上の場

を読むことができる。 合の換算ができる。

本単元で学習したことを使い，時刻を意識し，校内合宿２日目・３日目の活動予定時刻や活動時間に合わせて，合宿ごっこをすることができる。11



Ⅳ 本時の学習

１．ねらい

「Ⅳ 学習指導計画」の第５時を参照

２．展開

◎主な学習活動 ○個の学習活動 ★支援

形態学習活動

Ｂ Ｃ Ｆ Ｇ Ａ Ｄ Ｅ

１ 前時の ◎前時で学習した内容をプリントや時計を提示し，確認する。集団

○デジタル時計の分を表す数字を読む ○目盛りを数えて４０分まで読む習で ○長針と短針があ ○２つの時刻の間の時間を求める学習学習内容

学習であったことを確認する。 あったことを確認する。 る時計で ○時 であったことを確認する。の確認 ， ，

５分 ○時半を読む学（ ）

習であったこと

を確認する。

★１音ずつはっき ★３２分以降の読 ★復唱したり，視 ★前時を同じプリ ★前時を同じプリ ★前時と同じプリ

りと読むことに み方を確認する 線を向けたりす ントで読み方を ★○時半の読み方 ントで求め方を ントを提示する

より，読み方を ことにより，何 ることにより， 確認することに を確認すること 確認することに ことにより，本

確認する。 十何の数の読み 注意が逸れない より，本時の学 により，短針が より，本時の学 時の学習に安心

方を確認する。 ようにする。 習に対して意欲 文字盤の数字の 習に対して意欲 して取り組むこ

的に取り組むこ 間を指している 的に取り組むこ とができるよう

とができるよう ときの読み方を とができるよう にする。

にする。 確認する。 にする。

２ 新しい ◎校内合宿で楽しみな活動を全部するために，もっと学習したいこと，学習すればよいことを確認する。集団

★目的意識を持ちながら，学習活動に取り組むことができるように，意欲付けを図る。学習内容

○分は４０よりもっとあり，それを読 ○分は４０よりもっとあり，それを読 ○何時何分か読む ○２つの時間にまたがる２つの時刻かでの学習

む学習をすることが分かる。 む学習をすることが分かる。 学をすることが分 ら何分かを求める場合があることに(1)学習内

習かる。 気づき，それを求める学習をするこ容の把握

８分 とが分かる。（ ）

★復唱することに ★Ａを中心に話し ★Ａを中心に話し ★長針の動きや長 ★○時半の読み方 ★Ｅと本時の学習 ★Ｄと本時の学習

より，分は４０ 合うことによ 合うことによ 針が指すめもり と文字盤の数字 内容について話 内容について話

分で終わりでは り，分は４０分 り，分は４０分 を見ることによ を手がかりにし し合うことによ し合うことによ

ないことをとら で終わりではな で終わりではな り，分は４０分 た読み方を板書 り，学習活動へ り，学習活動へ

えることができ いことをとらえ いことをとらえ で終わりではな することによ の見通しをもつ の見通しをもつ

るようにする。 ることができる ることができる いことに気づく り，それを活用 ことができるよ ことができるよ

ようにする。 ようにする。 ことができるよ しながら新しい うにする。 うにする。

うにする。 学習内容に取り

組むことができ

るようにする。



(2)学習内 ◎それぞれの学習内容によるプリントに取り組む。個別

★自分で精一杯学習を進めていくことができるように，それぞれに応じスモールステップによる学習となるプリントを準備する。容の理解

１５分 ○デジタル時計の分を表す数字を０～ ○目盛りを数えて，０～５９分までを ○アナログ時計を ○時間を長さととらえ操作しながら，（ ）

５９分まで読む。 読む。 見て，時刻○時 ２つの時間にまたがる２つの時刻か

○分を読む。 ら何分かを求める。

★１枚１問のプリ ★１分ごとに増え ★１分ごとのめも ★１分ごとのめも ★短針の読み方と ★プリントにより ★前時と同じ手順

ントから始める ていくプリント り入りの時計プ り入りの時計プ 文字盤の数字を 操作活動を繰り のプリントを提

ことにより，正 から始めること リントから始め リントから始め 手がかりにした 返すことによっ 示することによ

誤評価をすぐに により，５１以 ることにより， ることにより， 長針の読み方の て，考える手順 り，同じ考え方

できるようにす 上の数の書き表 読み方の定着を 読み方の定着を 手順に沿って， の定着を図る。 で安心して取り

る。 し方も併せて理 図る。 図る。 繰り返し問題に 組むことができ

解できるように ★衝立を使用する 取り組むことに るようにする。

する。 ことにより，自 より，定着を図

分の課題へ注意 る。

を集中できるよ

うにする。

(3)発表 ◎それぞれのプリントを使って，学習したことを交流する。集団

５分 ★友達の学習が未習のため，正誤評価のできない子どもについては，今後の学習への見通しの一助とできるよう最後まで聞く姿勢をとるよ（ ）

う，適宜声をかけたり模範を示したりする。

３ まとめ ◎本時の学習を活かして，生活場面に即した活動に取り組むことにより，学習した内容の定着や活用を図る。個別

・ ★人とのかかわりの中で学び，自分の学びの価値を感じ取ることができるように，活動を組む。の学習

★具体的な場面を想定して時計を読む ★具体的な場面を想定して長針の指し ★具体的な場面を ★それぞれ具体的な場面を想定して，(1)まとめ 集団

ことにより，時刻が読めることのよ ているのは何分か読むことにより， 想定して時計を ２つの時間にまたがる２つの時刻かのゲーム

さを味わうことができるようにす 読めることのよさを味わうことがで 読むことによ ら何分かを求めることにより，いろ（ ）９分

る。 きるようにする。 り，時刻が読め いろな場面で使えそうであることに

ることのよさを 気づくことができるようにする。

味わうことがで

きるようにす

る。

(2)振り返 ◎それぞれの学習の様子について教師からの評価を聞き，学習したことを交流したり，互いのがんばりに気づいたりする。集団

３分 ○自分のがんばったところやできるようになったことを発表する。り（ ）

★本時の学習内容や活動が価値付け，活かしてみようという意欲を持つことができるよう，一人一人の取り組みの様子について評価する。

★自分ががんばったことを話すことに ★自分ががんばったことを話すことに ★友達の発表に対 ★友達の発表に対 ★自分ができるよ

より，本時学習したことを振り返る より，本時学習したことを振り返る して聞く姿勢を して聞く姿勢を うになったこと

ことができるようにする。 ことができるようにする。 とり，発表後に とり，発表後に を話すことによ

は拍手をするこ は拍手をするこ り，本時学習し

とにより，互い とにより，互い たことへの達成

の活動を認める の活動を認める 感をもつことが

ことができるよ ことができるよ できるようにす

うにする。 うにする。 る。



３．具体の評価規準

子ども 具体の評価規準と（－）の際の対処

Ａ （＋）の規準 アナログ時計を見て，何時何分と読むことができる。

（－）の際の対処 文字盤の数字と何時，文字盤の数字と何分の関係をそれぞれ対応させて表している時計を手がかりに，教師と共に数える学習に

取り組む。

Ｂ・Ｃ （＋）の規準 デジタル時計の分を表す数字をのみを見て，０～５９分までを読むことができる。

（－）の際の対処 デジタル数字と数字の対応表をもとに数字を読み，教師と共に何十何と読む学習に取り組む。

Ｄ・Ｅ （＋）の規準 アナログ時計を見て，２つの時にまたがる２つの時刻から何分かを求めることができる。

（－）の際の対処 教師と共に，具体的操作をしながら求める学習に取り組む。

Ｆ・Ｇ （＋）の規準 長針のみのアナログ時計を見て，１分ごとの目盛りを数えて，長針が指す１～５９分までを読むことができる。

（－）の際の対処 １分ごとの数字が入っためもりのある時計を手がかりに，教師と共に何分と読む学習に取り組む。




